
科目名 履修学年 3年 2 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

数学Ⅲ 第8章　 積分法の応用

第6章 微分法の応用

　 第2節 速度と 近似式

25

数学Ⅲを 中心と し た入試基本解法定着ための演習

21

入試総合演習

31

25

単位数 ５ 単位
使用教科書
補助教材等

数研出版　 改訂版　 数学Ⅲ

担当者 星野
数研出版　 改訂版　 サク シード 数学Ⅲ

教科名 数学 数学演習a 中学・高校

自主設定課題への取り 組み

学習目標

暗記型の学習から 脱却し ， 意味理解を重視し た学習観の獲得を目指す。
数学的思考を経験する中で概念の構造化を目指す。
振り 返り により 学習課題を見出し ， 望まし い学習観に基づいた学習サイ ク ルを身につけ実践するこ と を目指す。

学びの質を高めるために振り 返り により 教訓の抽出，
学習課題の設定を行い， それを次の学びに活かし 学び
方を改善し よう と 努力するこ と ができ る。 また， 学び
そのも のを粘り 強く 継続し て取り 組むこ と ができ る。

評価方法
評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

教科書に記載さ れている数学的な事実， 解法の意
味を理解し て習得する。 また， 習得し た解法等を
用いるこ と で， 自力で基本的， 典型的な数学の問
題解決を図るこ と ができ る。

獲得し た知識・ 技能の組み合わせるこ と で， より 高度な
数学の問題解決をするこ と ができ る。 また， 他者に誤解
なく 伝わる表現（ 大学入試を念頭に置き ， 記述での表現
を重視する） で数学的な思考を伝えるこ と ができ る。

8

授業中の学びに向かう 態度

学期末の
各観点比率(%) 40% 30% 30%

各観点の授業内
評価方法等 問題集ノ ート

定期考査， 朝テスト 定期考査 授業等の振り 返り

11

12

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4
1
学
期
中
間
考
査5

1
学
期
期
末
考
査

6

2

9
学
年
末
考
査

10

7

3

1

2

3



2024年度

科目名 履修学年 3 年 4、5

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

●数学ⅠＡⅡＢ問題演習

26
中　 間　 考　 査 1

●数学ⅠＡⅡＢ問題演習

23
期　 末　 考　 査 1

●数学ⅠＡⅡＢ問題演習

29
中　 間　 考　 査 1

●数学ⅠＡⅡＢ共通テスト実践演習

期　 末　 考　 査 26

進路決定者
12

3

1

2

3

２
学
期
中
間
考
査

8

2

9

10

期
末
考
査

11

12

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4

１
学
期
中
間
考
査

5

6
期
末
考
査

7

各観点の授業内
評価方法等

定期考査 定期考査 授業課題

学期末の　　　　各
観点比率(%) 40% 30% 30%

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

授業を通し て学んだ基本的事項や原理法則等を理
解し ている．
また， 問題に対し て学習し た内容の理解および知
識利用し て， 数学的な処理ができ る．

数や式， グラ フ ， 図形等の知識・ 技能を活用し ，
それら を組み合わせて諸問題に対応し よう と し て
いる．
また， 自分の考えや解法を正し く 表現・ 説明し よ
う と し ている．

知識・ 技能， 思考力・ 判断力・ 表現力等を身につける
ために， 積極的に授業に参加し たり 諸問題に粘り 強く
取り 組みを行おう と し ている．

評価方法

教科名 数学 数学演習a（ⅠAⅡB） 中学・高校 組

単位数 5
使用教科書
補助教材等

自作プリ ント

担当者 竹田
2023大学入学共通テスト

学習目標

数学ⅠＡ ⅡＢ の各単元について， 入試標準問題及び共通テスト 問題を 迷いなく 解けるよう にする。



科目名 履修学年 3 年 4，5

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

【 数学Ⅱ】 【 数学Ⅲ】 第７ 章　 積分法

　 　 第２ 節　 定積分　 　 ８ . 定積分の種々の問題

【 数学Ⅲ】 第８ 章　 積分法の応用
1． 面積 2． 体積

3． 曲線の長さ 4． 速度と 道のり ＊微分方程式 26

中　 間　 考　 査 1

基本問題演習

23

期　 末　 考　 査 1

入試問題演習 ( 5)

入試問題演習

29
学　 年　 末　 考　 査 1

入試問題演習

26

進路決定者
12

3

1

2

3

学
年
末
考
査

8

2

9

10

11

12

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4
１
学
期
中
間
考
査

5

6
期
末
考
査

7

各観点の授業内
評価方法等

主に， 定期考査100点のう ち， 基本問題を50％程
度出題し ， 知識・ 技能の習熟度合いを評価する．

習得し た知識・ 技能を様々な問題に活かせるかを
図るため， 定期考査では50％程度出題する．

理式・ 技能， 思考力・ 判断力・ 表現力を身につけるた
め， 粘り 強く 取り 組んでいるかを評価する． そのため
には， 普段の授業に対する取り 組みや， 提出物， 小テ
スト 等を総合判断する．

学期末の　　　　各
観点比率(%) 40% 30% 30%

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

授業および教科書を通し て学んだ基本的事項や原
理法則等を理解し ている．
また， 問題に対し て学習し た内容の理解および知
識利用し て， 数学的な処理ができ る．

極限， グラ フ ， 求積等の知識・ 技能を活用し ， そ
れら を組み合わせて諸問題に対応し よう と し てい
る．
また， 自分の考えや解法を正し く 表現・ 説明し よ
う と し ている．

知識・ 技能， 思考力・ 判断力・ 表現力等を身につける
ために， 積極的に授業に参加し たり 諸問題に粘り 強く
取り 組みを行おう と し ている．

評価方法

教科名 数学 数学演習a 中学・高校 組

単位数 5
使用教科書
補助教材等

数研出版　 改訂版　 数学Ⅲ

担当者 渡辺　 山内（ 竹田）
数研出版　 改訂版　 教科書傍用　 サク シード 数学Ⅲ

プリ ント

学習目標

1学期前半で数Ⅲの基礎力を 習得、 以降はⅠAⅡBも 含めた入試基本問題演習を 行う 。
推薦希望者が多いが、 大学に入っ てから 一般入試の人に劣ら ないよう な数学力の習得を 目標と する。



科目名 履修学年 ３　年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

○数学ⅠＡ ⅡＢ Ｃ 基本演習

6

○数学ⅠＡ ⅡＢ Ｃ 基本演習

10

○１ 学期振り 返り

2

○数学ⅠＡ ⅡＢ Ｃ 実践的な演習

6

○数学ⅠＡ ⅡＢ Ｃ 実践的な演習

14

○２ 学期振り 返り

4

3

2

9

学
年
末
考
査

3

1

10

11

2

12

学期末の
各観点比率(%)

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4

8

１
学
期
中
間
考
査5

１
学
期
期
末
考
査

6

7

40% 40% 20%

評価方法

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準
・ 定義や基本問題の解法が身に付いているか。
・ 正確かつ素早い計算能力が身に付いているか。

・ 問題文から 適切に情報を読み取り 、 取捨選択が
でき ているか。
・ 誘導に沿っ て考えたり や一般化し たり するこ と
で構造的に問題を捉えら れるか。

・ 目標に向けて継続的な学習が行われているか。
・ 自分の課題などを把握・ 設定し 、 どのよう に改善し
ていく かを自分で考えら れるか。

各観点の授業内
評価方法等

試験は授業内で実施するも のと する。 問題ごと に「 知識・ 技能」 と 「 思考・ 表現・ 判断」 の観点を 設定し 、 その得点率で評
価する。
「 主体的に学習に取り 組む姿勢」 は授業の振り 返り と 課題の取り 組み状況・ 内容で評価する。

数学 数学演習ｂ 中学・高校

学習目標 共通テスト で高得点を 獲得するために基礎から 再学習し 、 演習を 通じ て思考力を 養成する。

2

単位数 ２ 単位
使用教科書
補助教材等

プリ ント
必要に応じ て、 数研出版の数学ⅠＡ ⅡＢ Ⅲの教科書・ 問題集を 使用する。担当者 白岳

教科名 



科目名 履修学年 3 年 4，5

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

数学ⅠＡ ⅡＢ の問題演習を 通じ て基本事項の確認

11

数学ⅠＡ ⅡＢ の問題演習を 通じ て基本から 標準的事項の確認

9

可能な限り 学系ごと に数学ⅠＡ ⅡＢ の入試標準問題演習に取り 組む

11

数学ⅠＡ ⅡＢ 入試標準問題から 共通テスト 実践演習

11

推薦合格者に対する授業は， 調査を し た上で基本事項の確認を する予定

5

2

9

10
小
テ
ス
ト
・
課
題
提
出

11

12

3

1

2

3

小
テ
ス
ト
・
課
題
提
出

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4

小
テ
ス
ト
・
課
題
提
出

5

6

小
テ
ス
ト
・
課
題
提
出

7

8

各観点の授業内
評価方法等

主に， 授業内テスト を実施し ， 知識・ 技能の習熟
度合いを評価する．

習得し た知識・ 技能を様々な問題に活かせるか，
小テスト 等で評価する．

知識・ 技能， 思考力・ 判断力・ 表現力を身につけるた
め， 粘り 強く 取り 組んでいるかを評価する． そのため
には， 普段の授業に対する取り 組みや， 提出物等を総
合判断する．

学期末の　　　　各
観点比率(%) 40% 30% 30%

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

高校２ 年次までに学んだ基本的事項や原理法則等
を理解し ている．
また， 問題に対し て学習し た内容の理解および知
識利用し て， 数学的な処理ができ る．

記述問題を中心に， 論理的な解答ができ るこ と ，
さ ら に， それら を組み合わせてやや発展的な諸問
題に対応し よう と し ている．
また， 自分の考えや解法を正し く 表現・ 説明し よ
う と し ている．

知識・ 技能， 思考力・ 判断力・ 表現力等を身につける
ために， 積極的に授業に参加し たり 諸問題に粘り 強く
取り 組みを行おう と し ている．

評価方法

教科名 数学 数学演習ｂ 中学・高校 組

単位数 2
使用教科書
補助教材等担当者 山　 﨑

自作プリ ント

学習目標

数学ⅠＡ ⅡＢ の各単元を 中心に， 基礎的な知識の習得・ 確認および技能の習熟を 図り ， 入試標準問題および共通テスト 問題
を 解けるよう にする．



科目名 履修学年 3年 7～9 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

数学Ⅲ 第2章 極限

　 第2節 関数の極限

第3章 微分法

第4章 微分法の応用 ※６ 速度と 加速度， ７ 近似式は第5章学習後に扱う 24

第5章 積分法と その応用

23

入試総合演習

30

26

3

1

2

3

2

9
学
年
末
考
査10

11

12

授業中の学びに向かう 態度

学期末の　　　　各
観点比率(%) 40% 30% 30%

各観点の授業内
評価方法等

定期考査， 朝テスト 定期考査

問題集ノ ート

授業等の振り 返り

自主設定課題への取り 組み

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4

8

授業計画

1
学
期
中
間
考
査5

1
学
期
期
末
考
査

6

7

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

教科書に記載さ れている数学的な事実， 解法の意
味を理解し て習得する。 また， 習得し た解法等を
用いるこ と で， 自力で基本的， 典型的な数学の問
題解決を図るこ と ができ る。

獲得し た知識・ 技能の組み合わせるこ と で， より 高度な
数学の問題解決をするこ と ができ る。 また， 他者に誤解
なく 伝わる表現（ 大学入試を念頭に置き ， 記述での表現
を重視する） で数学的な思考を伝えるこ と ができ る。

学びの質を高めるために振り 返り により 教訓の抽出，
学習課題の設定を行い， それを次の学びに活かし 学び
方を改善し よう と 努力するこ と ができ る。 また， 学び
そのも のを粘り 強く 継続し て取り 組むこ と ができ る。

評価方法

教科名 数学 数学Ⅲ 中学・高校

単位数 ５ 単位
使用教科書
補助教材等

数研出版　 NEXT　 数学Ⅲ

担当者 星野， 加来， 永野
数研出版　 CONNECT 数学Ⅲ+C

学習目標

暗記型の学習から 脱却し ， 意味理解を重視し た学習観の獲得を目指す。
数学的思考を経験する中で概念の構造化を目指す。
振り 返り により 学習課題を見出し ， 望まし い学習観に基づいた学習サイ ク ルを身につけ実践するこ と を目指す。

1学期期末考査後の授業期間および7月17日～19日の期間に短期集中講義を行い，数学Cの第1章，

第2章を扱う予定



科目名 履修学年 3年 7～9 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

1 数と 式 5 三角関数

2 方程式・ 不等式 6 三角比と 図形

3 集合と 命題 7 図形と 方程式

4 関数 8 指数・ 対数関数

24

9 微積分 13 数列

10 場合の数 14 ベク ト ル

11 確率 15 整数
12 データ の分析

23

入試総合演習

30

26

評価方法

教科名 数学 数学Ⅲ 中学・高校

単位数 ５ 単位
使用教科書
補助教材等担当者 樋田

オリ ジナルプリ ント

学習目標

暗記型の学習から 脱却し ， 意味理解を重視し た学習観の獲得を目指す。
数学的思考を経験する中で概念の構造化を目指す。
振り 返り により 学習課題を見出し ， 望まし い学習観に基づいた学習サイ ク ルを身につけ実践するこ と を目指す。

問題集ノ ート

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

教科書に記載さ れている数学的な事実， 解法の意
味を理解し て習得する。 また， 習得し た解法等を
用いるこ と で， 自力で基本的， 典型的な数学の問
題解決を図るこ と ができ る。

獲得し た知識・ 技能の組み合わせるこ と で， より 高度な
数学の問題解決をするこ と ができ る。 また， 他者に誤解
なく 伝わる表現（ 大学入試を念頭に置き ， 記述での表現
を重視する） で数学的な思考を伝えるこ と ができ る。

学びの質を高めるために振り 返り により 教訓の抽出，
学習課題の設定を行い， それを次の学びに活かし 学び
方を改善し よう と 努力するこ と ができ る。 また， 学び
そのも のを粘り 強く 継続し て取り 組むこ と ができ る。

授業中の学びに向かう 態度

学期末の　　　　各
観点比率(%) 40% 30% 30%

各観点の授業内
評価方法等

定期考査， 朝テスト 定期考査 授業等の振り 返り

自主設定課題への取り 組み

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4

1
学
期
中
間
考
査5

1
学
期
期
末
考
査

6

7

8

2

9
学
年
末
考
査10

11

12

3

1

2

3

1学期期末考査後の授業期間および7月17日～19日の期間に短期集中講義を行い，数学Cの第1章，

第2章を扱う予定



科目名 履修学年 3年 7～9 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

数学C 第１ 章 平面上のベク ト ル

　 第１ 節 ベク ト ルのその演算

　 ２ ベク ト ルの成分　 ～４ ベク ト ルの内積

　 第2節 ベク ト ルと 平面図形

５ 位置ベク ト ル　 ～　 ６ ベク ト ルの図形への応用 11

　 第2節 ベク ト ルと 平面図形

　 ３ 図形のベク ト ルによる表現

第2章 空間のベク ト ル

9

入試総合演習

12

11

3

1

2

3

2

9
学
年
末
考
査10

11

12

学期末の　　　　各
観点比率(%) 40% 30% 30%

各観点の授業内
評価方法等

定期考査， 朝テスト 定期考査 問題集ノ ート

授業中の学びに向かう 態度

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4

8

授業計画

1
学
期
中
間
考
査5

1
学
期
期
末
考
査

6

7

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

教科書に記載さ れている数学的な事実， 解法の意
味を理解し て習得する。 また， 習得し た解法等を
用いるこ と で， 自力で基本的， 典型的な数学の問
題解決を図るこ と ができ る。

獲得し た知識・ 技能の組み合わせるこ と で， より 高度な
数学の問題解決をするこ と ができ る。 また， 他者に誤解
なく 伝わる表現（ 大学入試を念頭に置き ， 記述での表現
を重視する） で数学的な思考を伝えるこ と ができ る。

学びの質を高めるために振り 返り により 教訓の抽出，
学習課題の設定を行い， それを次の学びに活かし 学び
方を改善し よう と 努力するこ と ができ る。 また， 学び
そのも のを粘り 強く 継続し て取り 組むこ と ができ る。

評価方法

教科名 数学 数学C 中学・高校

単位数 ２ 単位
使用教科書
補助教材等

数研出版　 NEXT　 数学C

担当者 星野， 樋田， 永野
数研出版　 CONNECT 数学Ⅲ+C

学習目標

暗記型の学習から 脱却し ， 意味理解を重視し た学習観の獲得を目指す。
数学的思考を経験する中で概念の構造化を目指す。
振り 返り により 学習課題を見出し ， 望まし い学習観に基づいた学習サイ ク ルを身につけ実践するこ と を目指す。

1学期期末考査後の授業期間および7月17日～19日の期間に短期集中講義を行い，第1章，第2章を

扱う



科目名 履修学年 ３年

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

〇数学ⅠＡ 基本演習

中　 間　 考　 査

〇数学ⅠＡ 基本演習

期　 末　 考　 査

〇数学ⅠＡ 基本演習

中　 間　 考　 査

期　 末　 考　 査

学　 年　 末　 考　 査

数学ⅠＡ の基本問題を 確実に解けるよう にする。 計算力を 身につける。

2単位
使用教科書
補助教材等担当者 渡辺

プリ ント

・ 教科書例題レベルの基本問題の解法が定着し て
いるか。
・ 入試に耐えう る基本計算力が身についている
か。

・ 答えだけでなく 、 そこ に到達するまでの過程を
き ちんと 記述するこ と ができ るか。
・ 少し 複雑な問題にも 、 果敢に挑戦するこ と がで
き るか。

・ 自宅学習にし っ かり と 取り 組み、 学習内容の定着を
図れているか。
・ 自分の課題などを把握し 、 どのよう に改善し ていく
かを自分で考えら れるか。

評価方法

教科名 数学 自選数学I A演習 中学・高校

単位数

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

学習目標

学期末の
各観点比率(%)

各観点の授業内
評価方法等

単元テスト ・ 計算テスト ・ レポート で評価する。

100%

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4

5

6

7

8

10

3

1

2

3

8

2

2

9

10

11

12

10



2024年度

科目名 履修学年 3 年 全

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

　数学ⅡＢ　基本事項の確認・演習

12

　数学ⅡＢ　基本事項の確認・演習

12

　数学ⅡＢ　基本事項の確認・演習

10
　数学ⅡＢ　入試対策問題の演習

12

11

評価方法

教科名 数学 自選数学ⅡＢ 演習 中学・高校 組

単位数 2
使用教科書
補助教材等

自作プリ ント

担当者 竹田
数研出版　 改訂版　 教科書傍用　 サク シード 数学Ⅱ＋Ｂ

学習目標

数学ⅡＢ の基礎を 確認し 、 入試で確実に点数を 取れるよう 学習し ていく 。

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

授業を通し て学んだ基本的事項や原理法則等を理
解し ている．
また， 問題に対し て学習し た内容の理解および知
識利用し て， 数学的な処理ができ る．

数や式， グラ フ ， 図形等の知識・ 技能を活用し ，
それら を組み合わせて諸問題に対応し よう と し て
いる．
また， 自分の考えや解法を正し く 表現・ 説明し よ
う と し ている．

知識・ 技能， 思考力・ 判断力・ 表現力等を身につける
ために， 積極的に授業に参加し たり 諸問題に粘り 強く
取り 組みを行おう と し ている．

各観点の授業内
評価方法等

確認テスト 確認テスト 課題

学期末の　　　　各
観点比率(%) 40% 30% 30%

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1
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12

3
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